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今後の健都のソフト事業の進め方について（イメージ） 

 

【進捗状況の確認】 

○ これまでの健都のソフト面の取組については、「北大阪健康医療都市を中心とした健康・医療のまちづくりに関す

る考え方について 中間報告」や「北大阪健康医療都市健康・医療のまちづくり加速化プラン」において今後の取組

方針を取りまとめ、随時、本会議等において進捗報告を行ってきた。 

○ 今般、健都のまちのオープンが近づいてきていることから、現時点の取組の進捗状況、今後の取組予定等について、

別紙のとおり全体像を取りまとめて共有することで、今後の取組の具体化、更なる連携の推進につなげていきたい。 

 

【今後の進め方（案）】 

＜フォローアップ＞ 

○ 現時点の取組状況について、吹田市において、2018 年度に加速化プラン策定検討会の委員による進捗評価を実施予

定。今後の健都の取組についての助言等を得て、本会議等においても共有していくこととしたい。 

＜パッケージ化＞ 

○ これまで、健都のまちの形（ハード面）はパンフレット等によりＰＲを行ってきているが、今後は健都でどのよう

な取組を行っていくか（ソフト面）についてもＰＲを行っていく必要がある。 

○ そこで、今後の進捗管理の取組と合わせて、ソフト面の取組をパッケージ化し、ＰＲしていくこととしてはどうか。 

  ＰＲのターゲットとしては、市民向けのもの、産業界向けのもの、それぞれの視点が考えられるのではないか。 

  スケジュール感としては、健都のまちがオープンしていく節目となる 2018 年秋、2019 年７月を目途に、それぞれ

その時点で可能な範囲で取りまとめることを目標に検討を進めてはどうか。 

資料４－２ 
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別 紙 

北大阪健康医療都市 健康・医療のまちづくり加速化プラン等に関連する取組 

 

（１）健康への意識を変え、新しいライフスタイルを創造する 

◆ 各事業主体の連携による、健都ならではの運動プログラムや健康づくりイベント、市民公開講座、健康相談など、地域住民や来訪者が健

康への意識や行動を変えるよう促す取組 

現在の取組状況 今後の取組 

【医学的知見を活用】 

● 健康増進広場 健康づくり講座（吹田市×国循、吹田市×市民病院） 

メディカルウォーキングコースや 27 基の健康遊具を医学的知見に基づき配

置した健康増進広場において、その監修に携わった国循及び市民病院の医師

による講座の開催を予定（H30.4～6 予定） 

● メディカル・フィットネス（JR 西開×関西医科大学） 

（仮称）JR 岸辺駅ビルの商業施設の一角に、市民が気軽に自らの健康状態

を計測でき、その計測結果からそれぞれに適した運動・食事メニューを提案す

るメディカル・フィットネスシステムの導入を予定。（国循や吹田市との連携方策

を検討）（関西医科大学はシステム開発に関与） 

【楽しみながら健康に】 

● スマートフォンを活用したウォーキングイベント（吹田市×NTT西日本） 

健都周辺において、チェックポイントとなる地点や参加者自身の位置情報を

スマートフォンで確認しながら巡るクイズラリーのようなウォーキングイベントに

ついて検討中。（H29.12吹田市とNTT西で「ＩＣＴを活用したシティプロモーション

【楽しみながら健康に】 

● 健都レールサイド公園の運営 

   H32.11 オープン予定の（仮称）健都ライブラリーと健

都レールサイド公園を一体的な運営による、民間のノウ

ハウを生かした運動プログラムや健康づくりイベントの

継続的な実施に向け、指定管理の導入について検討

中。 

【ICT で健康状態を「見える化」】 

● バイタルデータ計測ウォーキングイベント（吹田市×JR

西開） 

ウェアラブルな活動量計を身に着けた参加者が健都

周辺をウォーキングし、自らの健康状態や、歩くことによ

る効果を実感できるような健康づくりイベントの実施を検

討中。 
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（１）健康への意識を変え、新しいライフスタイルを創造する 

◆ 各事業主体の連携による、健都ならではの運動プログラムや健康づくりイベント、市民公開講座、健康相談など、地域住民や来訪者が健

康への意識や行動を変えるよう促す取組 

現在の取組状況 今後の取組 

推進に関する連携協定書」を締結） 

● 健都グリーンウォーク（吹田市×摂津市） 

吹田市、摂津市の共催により、健都周辺をめぐるウォーキングイベントを実

施。（H28 年以降、年 1回、計 2回開催） 

● 健都レールサイド公園健康教室（吹田市健康づくり推進事業団） 

負担の少ない歩き方、健康遊具の正しい使い方等を学ぶ講座を予定。歩行

年齢を測定、自分の体力に応じたプログラム。週 1回、計 12回の連続講座。 

● てくてくハイク（吹田市健康づくり推進事業団） 

まちの歴史に触れ、仲間とのふれあいづくり、健康づくりを目的に、吹田市役

所～安威川～健都までのウォーキングを実施。健康遊具の使い方の紹介を予

定。 

● ノルディックウォークラリー（吹田市健康づくり推進事業団） 

千里南公園～健都までノルディックウォーキングを実施。ウォーキングコー

ス、健康遊具の使い方の紹介を予定。 

● 走ろう歩こう会（体育振興協議会） 

地域スポーツの振興、健康づくりの推進のため、健都レールサイド公園を活

用した走ろう歩こう会を実施予定。 

 

【市民参加での継続的な取組】 

● 講座受講者による健康づくり情報等の発信（吹田市） 
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（１）健康への意識を変え、新しいライフスタイルを創造する 

◆ 各事業主体の連携による、健都ならではの運動プログラムや健康づくりイベント、市民公開講座、健康相談など、地域住民や来訪者が健

康への意識や行動を変えるよう促す取組 

現在の取組状況 今後の取組 

 

【健康に気づき、学ぶ】 

● 「健都」 健康・医療のまちづくりシンポジウム（関西大学×国循×吹田市×摂

津市） 

北大阪健康医療都市を中心とした健康・医療のまちづくりについて広く PR す

るため開催。（H25 年以降、年 1回、計 4回開催） 

● 市民公開講座（国循、市民病院、吹田市、摂津市） 

 

【その他】 

・その他、各事業主体による各種イベント等の実施 

・連絡調整会議で連携方策を検討中。（通算 9回開催） 

・ポータルサイトを活用した情報発信 
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（２）医療イノベーションにより「循環器病の予防と制圧」を実現する 

◆ 国立循環器病研究センターを中心とした複合医療産業拠点の形成や、健康関連産業等との連携の創出・促進など、同センターの使命で

ある「循環器病の予防と制圧」の実現を支援する取組 

現在の取組状況 今後の取組 

【循環器病の予防と制圧に向けた研究】 

● 新コホート研究（国循×吹田市×摂津市） 

吹田市、摂津市を対象とした 5,000 人規模の新コホート研究の実施に向けて

研究計画等を検討中。 

【医療クラスターの形成】 

● 健都イノベーションパークへの企業誘致（国循×吹田市×摂津市×大阪府） 

国立循環器病研究センターを中心とした複合医療産業拠点の形成に向け、

健都イノベーションパークへの健康医療関連企業の誘致を推進。 

● オープンイノベーションセンター（ＯＩＣ）の設置（国循） 

   企業等の共同研究の拠点となる OIC について、OIC を活用する共同研究を

公募。引き続き、OIC を利用する共同研究の実現に向けて取り組む。 

● アライアンス棟の整備（吹田市） 

   健都に移転する国立健康・栄養研究所のほか、企業や大学の産学連携窓口

等様々な機関が入居でき、健都内の研究や交流を促進するアライアンス棟を

整備 
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（２）医療イノベーションにより「循環器病の予防と制圧」を実現する 

◆ 国立循環器病研究センターを中心とした複合医療産業拠点の形成や、健康関連産業等との連携の創出・促進など、同センターの使命で

ある「循環器病の予防と制圧」の実現を支援する取組 

現在の取組状況 今後の取組 

【連携による産業創出】 

● 健都イノベーションパーク進出企業との連携（ニプロ×吹田市） 

プロポーザルの提案内容実現に向け、現在、建物の基本設計にかかる調整

段階で、行政および社内各部門との協議、調整中。 

 

● 健栄研との連携事業（健栄研×大阪府×吹田市×摂津市） 

健栄研と行政、企業、大学等との継続的な連携方策を議論するため「会議

体」を設置予定。大阪府においては、「健康産業創出システム構築事業」への

研究所の参画などを通じ、府内企業との共同研究等の促進支援を実施予定。 

【その他】 

・医療クラスター推進協議会や連絡調整会議で連携方策を検討中。 

・ポータルサイトを活用した情報発信 
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（３）健康づくりと医療イノベーションの好循環で、地域の活力を創出する 

◆健康医療関連サービスの実証フィールドとしての活用、医学的知見に基づく運動・栄養プログラムの提供、健康データの収集及びそれらを

もとにした循環器病の予防に資する研究・ビジネスの創出など、健都ならではの多様な連携による好循環を生み出す取組 

現在の取組状況 今後の取組 

【健都地権者の連携による新たなサービス創出】 

● マンションへの健康管理システムの導入（国循×近鉄） 

ウェアラブル端末により得られたマンション入居者のバイタルデータを国循が

確認、入居者毎のデータに基づいた健康アドバイス等を随時自宅のテレビを通

して受けられるサービスを提供予定。その他、「高度循環器ドック」の受診権の

付与、国循による入居者へのセミナー・講演等の実施、マンション内の健康増

進施設・設備の設置・監修も予定。 

● かるしおメニューの提供（JR西開×国循、パナ×国循） 

駅前複合施設における、かるしお認定を受けた定食や弁当の提供に向けて

調整中。ウェルネス住宅でのかるしおメニューの提供についても検討中。 

【健都を実証フィールドとした新たな研究】 

● ウェルネス住宅での国循の知見を活用した研究（パナ×国循） 

ウェルネス住宅入居者のヘルスデータを蓄積、国循の知見を活用し、生活習

慣改善や軽度認知症（MCI）の発症予測等に関する研究に向けた連携を検討

中。 

 

● かるしおメニューによる減塩の啓発（吹田市×国循） 

S1-g（エス・ワン・グランプリ：各地の美味しい減塩食

を発掘するためのレシピコンテスト）での地元市町村と

の連携について検討中。（将来的には市内店舗でのメ

ニュー提供も視野に検討中）。 

● 駅前複合施設での運動療法の連携（市民病院×JR西

開） 

駅前複合施設に入居予定のフィットネスジムにおけ

る市民病院の退院患者のリハビリや、市民病院の処

方による運動療法の展開など、連携方策について検

討中。 
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（３）健康づくりと医療イノベーションの好循環で、地域の活力を創出する 

◆健康医療関連サービスの実証フィールドとしての活用、医学的知見に基づく運動・栄養プログラムの提供、健康データの収集及びそれらを

もとにした循環器病の予防に資する研究・ビジネスの創出など、健都ならではの多様な連携による好循環を生み出す取組 

現在の取組状況 今後の取組 

 

● 循環器病予防プログラム実証研究（国循×吹田市×摂津市） 

脳・心血管疾患等の循環器疾患の発症予防及び重症化予防を図るためのプ

ログラムの作成を目指し、吹田市、摂津市をフィールドとした実証研究を実施予

定。（厚労科研費で実施予定） 

【その他】 

・連絡調整会議で連携方策を検討中。（通算 9回開催） 

・ポータルサイトを活用した情報発信 
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（４）健都のブランド価値向上に向けたまちのＰＲ、今後のプラットフォーム 

◆ 健都のまちのオープンに向けた各種イベントの実施、健都のまちや取組内容のＰＲ、また、こうした取り組みを継続的に実施していくための

健都関係者間のプラットフォームの在り方について検討 

現在の取組状況 今後の取組 

【まちのＰＲ】 

● 健都リーフレットの作成（吹田市） 

  連絡調整会議において作成した健都のハードを中心としたリーフレットとは

別に、イベントカレンダー等のソフト事業を掲載した市民向けリーフレットを作成

中。並行して健都レールサイド公園のリーフレットを作成中。（吹田市） 

● 健都ポータルサイトの運営 

   イベントカレンダーや企業誘致に関する情報発信を継続中。 

● 仮囲いを使った健都の PR 

   工事中の仮囲いに、健都ロゴや施設の完成イメージパースを示すなど、健都

の完成イメージを PR（市民病院、吹田市、ほか） 

【イベント】 

●健康増進広場オープニングセレモニー、健康イベント（吹田市） 

●健都リレーマラソン（実行委員会） 

●市民病院、駅前複合施設と連携したオープンニングイベント（吹田市×市民病

院×JR 西開） 

 

 

● ポータルサイトの活用 

   健都のオープンに向け、積極的な情報発信。 

 

● シンポジウム、講演会、イベントの実施 

   市内大学や商工会議所等と連携した取組の実施。 

 

● 新センターオープンを契機とした PR（国循） 

   オープン（2019.7）を軸に国循に関する情報を多方面

に発信予定 
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（４）健都のブランド価値向上に向けたまちのＰＲ、今後のプラットフォーム 

◆ 健都のまちのオープンに向けた各種イベントの実施、健都のまちや取組内容のＰＲ、また、こうした取り組みを継続的に実施していくための

健都関係者間のプラットフォームの在り方について検討 

現在の取組状況 今後の取組 

【プラットフォーム】 

● 先進事例の調査・研究 

   健康医療のまちづくりを進めている先進事例を参考に連絡調整会議で議論。 

 


